
る
」（
森
川
社
長
）
と
判
断
し
た
。

　

1
年
半
前
か
ら
準
備
を
開
始
。

安
全
衛
生
管
理
体
制
を
強
化
す
る

た
め
組
織
を
再
編
成
す
る
な
ど
し
、

新
居
浜
工
場
で
F
S
S
C
2
2
0

0
と
同
時
に
E
U
H
A
C
C
P
の

認
証
を
取
得
。
9
月
20
日
に
は
農

水
省
か
ら
欧
州
連
合
向
け
輸
出
水

産
食
品
取
扱
施
設
の
認
定
を
受
け

た
。
カ
キ
フ
ラ
イ
で
は
国
内
初
。

　

原
料
と
な
る
カ
キ
の
む
き
身
は
、

E
U
H
A
C
C
P
を
取
得
し
て
い

る
韓
国
産
を
使
用
。
パ
ン
粉
な
ど

も
E
U
輸
出
に
対
応
し
た
専
用
品

を
メ
ー
カ
ー
と
連
携
し
て
開
発
し

た
。
む
き
身
は
国
内
産
も
検
討
。

養
殖
場
が
輸
出
に
必
要
な
「
生
産

海
域
」
と
し
て
都
道
府
県
か
ら
指

定
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
「
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
、
一
旦
は
韓
国
産
で
ス

タ
ー
ト
し
た
」（
同
）
と
す
る
。

　

ま
ず
は
オ
ラ
ン
ダ
や
ド
イ
ツ
の

ほ
か
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
に
供
給
予

定
。
商
談
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

早
け
れ
ば
年
内
の
出
荷
を
目
指
す
。

来
年
5
月
開
催
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
シ

ー
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
に
出
展
し
営
業

先
を
開
拓
す
る
。
殻
付
き
カ
キ
と

む
き
身
の
輸
出
も
視
野
に
入
れ
、

3
年
後
に
は
海
外
の
み
で
売
上
高

20
億
円
を
目
標
に
据
え
る
。

　

冷
凍
食
品
製
造
の
サ
ン
ヨ
ー
食
品
㈱
（
四
国
中
央
市
川
之
江
町
、森
川
勇
貴
社
長
）

は
、
冷
凍
カ
キ
フ
ラ
イ
を
E
U
に
輸
出
す
る
。
専
用
工
場
が
こ
の
ほ
ど
農
林
水
産

省
か
ら
E
U
輸
出
認
定
を
受
け
た
。
カ
キ
フ
ラ
イ
製
造
施
設
で
は
国
内
初
。
カ
キ

フ
ラ
イ
は
現
地
で
は
な
じ
み
が
な
い
が
、
日
本
式
洋
食
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
事
業
化
を
決
め
た
。
3
年
後
に
海
外
の
売
上
高
を
20
億
円
に
す
る
計
画
。

海
外
売
上
高
20
億
円
に

　

同
社
は
1
9
7
8
年
設
立
。
冷

凍
食
品
の
製
造
・
販
売
な
ど
を
手

掛
け
る
。
主
力
品
目
は
コ
ロ
ッ
ケ

と
カ
キ
フ
ラ
イ
。
ま
た
、
業
務
ス

ー
パ
ー
の
運
営
も
行
う
。

　

カ
キ
フ
ラ
イ
は
新
居
浜
工
場
で

年
間
2
5
0
0
㌧
製
造
し
て
お
り
、

国
内
シ
ェ
ア
2
位
。
主
に
量
販
店

や
外
食
チ
ェ
ー
ン
に
卸
売
り
し
、

9
割
以
上
が
国
内
と
い
う
。

　

原
料
の
カ
キ
は
国
内
産
と
韓
国

産
を
使
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
食

材
に
も
輸
入
品
が
あ
り
、
昨
今
の

為
替
変
動
の
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
を
図

る
た
め
、
海
外
輸
出
の
本
格
化
を

構
想
。
衛
生
基
準
が
高
い
た
め
、

ラ
イ
バ
ル
が
少
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
カ
キ
フ
ラ
イ
の
輸
出
を
決
め
た
。

　

カ
キ
フ
ラ
イ
は
日
本
発
祥
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
な
じ
み
が
薄
い
。

た
だ
、
生
カ
キ
は
よ
く
食
べ
ら
れ
、

エ
ビ
フ
ラ
イ
や
と
ん
か
つ
、
カ
レ

ー
ラ
イ
ス

な
ど
日
本

式
洋
食
が

人
気
を
高

め
て
い
る

こ
と
か

ら
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で

も
通
用
す

1973年創刊

国内初、洋食人気の高まり受け事業化

サンヨー食品

冷凍カキフライをＥＵに輸出
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※当コーナーにご登場いただける女性を募集しています  ☎ 089-947-1411（うわさの女係）

　
（
一
社
）
ゆ
り
ラ
ボ
（
久
万
高
原

町
）
は
2
0
1
6
年
発
足
。
久
万
高

原
町
の
町
民
と
行
政
の
仲
介
役
と
し

て
、
事
業
立
ち
上
げ
の
相
談
・
支
援

や
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
貸

し
出
し
、
健
康
相
談
な
ど
を
行
う
。

　

ゆ
り
ラ
ボ
で
理
事
を
務
め
る
西
野

さ
ん
は
久
万
高
原
町
出
身
。
8
月
生

ま
れ
。
高
校
を
卒
業
後
、
簿
記
の
専

門
学
校
に
通
っ
た
後
、
22
歳
の
時
に

松
山
市
の
旅
行
会
社
に
入
社
し
た
。

そ
こ
で
旅
行
商
品
の
販
売
事
業
を
約

9
年
に
わ
た
り
経
験
。
そ
の
後
、
家

庭
の
事
情
で
久
万
高
原
町
に
帰
郷

し
、
同
町
の
宿
泊
施
設
に
勤
務
。
ケ

ガ
や
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
紆
余
曲
折
を
経

て
「
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ゆりラボ

所在地：上浮穴郡久万高原町久万
349‐1
電話：0892-27-4086
営業時間：9～17時

た
い
」
と
い
う
考
え
に
至
る
。
そ
の

際
に
ゆ
り
ラ
ボ
と
出
会
い
、
同
法
人

が
主
催
す
る
町
活
性
化
に
関
す
る
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
西
野
さ
ん
は
同
所
で
事
務
作
業

に
従
事
。
現
在
は
事
業
相
談
の
仕
事

も
行
っ
て
い
る
。「
相
談
者
の
ア
イ

デ
ア
を
膨
ら
ま
せ
る
一
助
と
な
る
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
を
話
す
。

　

趣
味
は
ア
ニ
メ
鑑
賞
。
特
に
デ
ィ

ズ
ニ
ー
が
好
き
だ
と
い
う
。

理事　 西野 広恵さん

HP

尾
﨑
裕
さ
ん
（
㈱
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｎ

Ｔ
）、
昭
和
58
年
10
月
7
日

三
好
洋
史
さ
ん
（
㈱
Ｈ
Ｒ
）、
昭
和

59
年
10
月
7
日

天
野
光
敬
さ
ん
（
㈱
マ
ツ
ビ
シ
）、

昭
和
55
年
10
月
8
日

木
村
匡
さ
ん
（
木
村
商
事
㈱
）、
昭

和
40
年
10
月
9
日

片
山
大
輔
さ
ん
（
北
四
国
商
事
㈱
）、

昭
和
51
年
10
月
9
日

土
井
明
人
さ
ん
（
㈱
ア
サ
ヒ
ジ
ム
）、

昭
和
50
年
10
月
10
日

笹
田
雄
太
さ
ん
（
㈱
ま
な
ひ
め
）、

平
成
2
年
10
月
11
日

中
村
暁
彦
さ
ん
（
佐
川
醸
造
㈱
）、

昭
和
61
年
10
月
12
日

河
合
崇
さ
ん
（
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
シ

ル
ク
㈱
）、
昭
和
48
年
10
月
13
日

関
宏
孝
さ
ん
（
セ
キ
㈱
）、
昭
和
53

年
10
月
13
日

2
0
2
4
年
版「
会
社
年
鑑
」よ
り
一
部
掲
載

　

今
年
3
月
に
愛
媛
大
学

を
卒
業
し
、
9
月
か
ら
フ

ラ
ン
ス
の
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大

学
の
大
学
院
に
入
学
し
た

デ
ィ
ア
ス
海
斗
さ
ん
。「
愛

媛
と
フ
ラ
ン
ス
の
交
流
を

活
性
化
さ
せ
た
い
」
と
意

気
込
み
を
見
せ
る
。

　

海
斗
さ
ん
は
、
2
0
0
1

年
生
ま
れ
。
8
歳
ま
で
フ
ラ
ン
ス
で
過

ご
し
た
後
、
愛
媛
に
移
っ
て
き
た
。

　

愛
媛
大
学
で
は
工
学
部
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
科
学
コ
ー
ス
を
専
攻
。
3
回
生
の

10
月
か
ら
研
究
室
に
入
り
、
小
林
真
也

教
授
の
も
と
で
学
ん
だ
。
卒
業
研
究
で

は
、
ス
マ
を
含
む
魚
の
尾
数
計
数
を
実

現
す
る
遊
魚
三
次
元
位
置
測
定
装
置
の

性
能
向
上
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い

た
と
い
う
。

　
「
小
林
教
授
の
お
か
げ
で
前
向
き
に

研
究
に
取
り
組
め
た
。
こ
の
経
験
を
生

か
し
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
で
も
頑
張
り
た

い
」
と
海
斗
さ
ん
。
小
林
教
授
は
「
進

学
も
含
め
最
後
に
決
め
る
の
は
自
分
。

自
分
で
考
え
て
責
任
を
持
っ
て
行
動
で

き
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。
大
学
院
で
も
情
報
系
の
勉

強
を
進
め
て
い
く
と
い
う
。

　

将
来
的
に
愛
大
の
学
生
と
の
共
同
研

究
を
立
ち
上
げ
た
い
考
え
。「
愛
媛
か

ら
の
留
学
生
も
増
や
し
、
愛
媛
と
フ
ラ

ン
ス
を
つ
な
い
で
い
け
た
ら
」
と
話
す
。

　

海
斗
さ
ん
の
母
・
由
紀
子
さ
ん
も
、

自
身
が
中
心
と
な
り
「
ミ
セ
ス
オ
ブ
ザ

イ
ヤ
ー
」
の
フ
ラ
ン
ス
大
会
開
催
に
尽

力
す
る
な
ど
愛
媛
と
フ
ラ
ン
ス
を
つ
な

ぐ
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

フランスとの
架け橋を

小林教授と海斗さん
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